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　いよいよ３回目の連載となりました。今回は、前号
にてお話しさせていただきました「目標設定シート」
で今年度取り組んでいる事例をご紹介いたします。

　１例目の目標としては、確実な情報提供のツールと
して電子カルテシステムにある「院内通知メール」の
活用です。
　日頃から「報・連・相」の大切さが叫ばれていま
すが、周知徹底することはなかなか難しいものです。
「院内通知メール」は、全職種に個別でメールを送
信可能としています。薬局からは医師、看護師への
採用品の変更などを伝える際に非常に役に立ちます。
どの職種も出勤日には、必ず「院内通知メール」の
確認をするように習慣づける目標を立てました。電子
カルテ画面を開いての確認になりますので、どうして
も、職種によっては、確認に時間がかかってしまう場
合もあります。日々の業務で忙しいなかの、少し空い
た時間に各自メール確認に努めています。自分あての
メールを一読することで、記憶にも残りやすく、また、
うろ覚えになってきた際もメールの受信箱で何度も
確認が可能となっています。
　現在は、紙で各療養棟にお知らせを配布していま
すが、この「院内通知メール」の活用でペーパーレス
の実現にもつながります。事務連絡等もすべてこちら
のメールのみで行えるよう、全職種でメール確認の習
慣づけに取り組んでいます。

　第２回で書きましたが、西山病院グループでは、電
子カルテの導入に伴い電子カルテ委員会を３年ほど
前に立ち上げました。各部署の代表者が月に１度集
まり情報共有を図り、より良いシステムの構築をめざ

しています。２例目の目標としては、昨年度から電子
カルテ委員会で継続して検討している「病名禁忌機能・
併用禁忌機能」のシステム導入です。
　「病名禁忌機能」とは、一人ひとりのご利用者の病
名に対して、新規で処方される薬剤が、禁忌または
慎重投与ではないか確認するシステムです。「併用禁
忌機能」とは、併用する薬剤のなかに、併用禁忌ま
たは慎重投与がないかを確認するシステムとなりま
す。禁忌情報、慎重投与情報がある場合には、医師
の処方入力の際に、カルテ画面上に「エラー」や「警告」
として表示されます。「エラー」が表示された場合は、
処方せんを発行することは不可になっており、「警告」
の場合は注意喚起すべき情報が表示され、投与によ
る有益性が上回る場合のみ処方可能となっています。
　システムでは、添付文書の記載表現によりエラーレ
ベルが６段階に設定されており、西山病院グループと
してはどこまでを「エラー」としてマスター登録する
かなどを医師、情報室担当者、システム会社担当者、
薬剤師で何度も打ち合わせをし、2021年６月よりシ
ステム開始の運びとなりました。このシステム導入に
より、担当医以外の医師が緊急で処方せんを発行す
る際でも、入力されている、ご利用者おのおのの病
名や服用中の薬剤などの情報の活用により、処方せ
んを発行する医師にとってもご利用者にとっても、安
心・安全なより良い医療体制を整えることが実現でき
ました。

　３例目の目標としては、昨年度より取り組んでいる
新型コロナウイルス感染症(COVID-19)への継続的
な感染対策の実施です。
　現在、グループ全体として、「危機管理委員会」の
作成したCOVID-19専用の「感染者管理マニュアル」

「院内通知メール」の活用の確立に向けて

病名禁忌機能・併用禁忌機能のシステム導入
感染症発生時の対応力の強化に向けて


